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跡
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簡
出
土
遺
構
の
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要

加
茂
遺
跡
は
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
河
北
潟
東
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に
立
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す
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
道
人
号
線

（津
幡
北
バ
イ
パ
ス
）

改
築
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、

古
代
北
陸
道
と
付
属
す
る
建
物

群
が
検
出
さ
れ
、
遺
物
で
は

「加
賀
郡
膀
示
札
」
を
含
む
七

点
の
木
簡
を
は
じ
め
多
量
の
墨

書
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

同

北
陸
道
深
見
駅
家
関
連
遺
跡
と

津

し
て
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
近

て

年
、
津
幡
町
教
育
委
員
会
に
よ

り
、
北
接
す
る
加
茂
廃
寺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
礎
石
建
物

・
鬼
瓦
な

ど
の
古
代
寺
院
関
連
の
遺
構

。
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
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今
回
の
調
査
は
河
北
縦
断
道
路
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
は
膀
示
札
が

出
土
し
た
地
点
よ
り
約
二
Ｏ
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ｍ
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ど
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で
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ぼ
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に
あ
た
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検
出
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建
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な
ど
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あ
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掘
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柱
建
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一
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査
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外
に
延
び
る
た
め
全
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
三

棟
を
検
出
し
た
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世
紀
後
半
か
ら

一
一
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紀
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
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掘
立
柱
建
物
を
含
め
古
代
の
主
要
な
遺
構
は
旧
河
道
よ
り
北
側
で
検
出
さ

れ
て
お
り
、
河
道
が
区
画
溝
的
な
性
格
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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査
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ぼ
中
央
を
東
西
に
流
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。
分
流
を

経
な
が
ら
河
北
潟
ま
で
流
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
古
墳
時
代
後
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か

ら

一
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世
紀
ま
で
の
遺
物
を
含
み
、　
一
人
世
紀
以
降
に
は
埋
没
し
て
道
路
に
転

用
さ
れ
た
。
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し
た
。
ほ
か
に
時
期
は
若
干
異
な
る
が
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茂
」
「千
」
な
ど
の
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

硼

　

「日
日

日
国
家
郷
品
治
部
□
□
良
英
太
若
岡
麿

『麿
ヒ

∞
卜
∞
×
卜
ｏ
×
∞
　
ｏ
岸
ド

板
目
材
を
用
い
、
上
端
が
わ
ず
か
に
損
傷
す
る
が
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
下
端

は
キ
リ
オ
リ
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
書
き
出
し
は
文
字
数
が
確
定
で
き
な
い
が
、
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「
×
家
郷
」
と
表
記
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
の
は
加
賀
郡
内

の
井
家
郷
及
び
駅
家
郷
で
あ
り
、
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
決
し
が
た
い
。
木
簡
の

時
期
に
つ
い
て
は
整
理
中
で
も
あ
り
不
詳
だ
が
、
平
安
時
代
に
属
す
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。
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